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れもした。
とくに強く印象に残っているやり取りは、翻訳問題では、日本が戦後占領下の時代に特
派員としてスイスに足止めを食わされていたために、最初の文通相手になった笹本駿二氏、
共産党翻訳団に所属し、独自の連帯意識も加わって突出した感のある古屋千有(相原文夫）
氏、ルカーチに世界で初出の「思想的自伝」を書かせた吉野源三郎を先頭とする岩波書店
編集部、ルカーチが認めていない『歴史と階級意識」の翻訳を認めさせようと頑張ってい
る平井俊彦氏など、そしてとくに翻訳ということを離れて、ルカーチと対等にやり取りし
ている水田洋氏や個人としてもっとも文通量の多い若い島康晴氏などである。
笹本駿二、水田洋、良知力、伊藤成彦の諸氏のように、ルカーチを訪ねて話を聞いたり、
意見を交わしたりした人たちは、新聞や雑誌に記録や回想を掲載しており、関連する手紙
の註にそれを指示したので、ぜひ合わせ読まれることをお勧めする。また私が別にまとめ
た「ルカーチ邦訳リスト」（『ルカーチ研究通信」第2号付録)も受容史のもうひとつの重要
な基礎資料なので、参照願いたい。
ルカーチの手紙が残っているのは、口述の際に、カーボン紙で複製を取ったおかげだ。
たえず多数の人間と交信している彼の場合、そうでもしなければ以前に自分が何をどう書
いたか分からなくなってしまうだろう。翻訳権の許可・譲渡に際して、その効力は十分に
発揮されている。そして何よりもルカーチの考え・判断をそれによって知ることができる。
なお私はアルヒーフから一括してコピーを受取ったが、現存しているのに、欠けているも
のがある。私がアルヒーフで読んだはずのものがコピーとして見つからないので気づいた
が、私のメモがある場合には、それで補った。
2011年2月21日
文通相手一覧
AiharaFumio(相原文夫）ルカー チから7通(1953-57)、ルカー チ宛10通(1954･57)
AiharaFumio/NishitaniYbshio(西谷能雄）ルカー チから1通(1955)、ルカー チ宛2通
（1955）
NisitamYbsioルカー チ宛1通(1955)
DokeTEdamiti(道家忠道）ルカー チから3通(1955)、ルカー チ宛4通(1955)
EddaHakaru(枝法）ルカー チから1通(1956)、ルカー チ宛1通(1956)
HunakiSigenobu冊木重信）ルカー チ宛1通(1956)
HiraiTbshihiko(平井俊彦）ルカー チから6通(1958-61)、ルカー チ宛5通(1957-60)
HuzimotoAtuo篠本淳雄）ルカー チから1通(1955)、ルカー チ宛1通(1954)
IkedaHirosi(池田浩士）ルカーチ宛1通(1971)
ImanakaTugimaro(今中次暦）ルカーチ宛1通(1955)
ImuraZ.(井村寿二）ルカー チから1通(1965)、ルカー チ宛1通(1965)















もりだ。これまでの翻訳はふつうの日本人にとってあまりに抽象的すぎると思う。分かり
やすい訳にしたい。あなたの本は中身が密なので、立ち入った註も必要だろう。いまのと
ころ『ドイツ文学小史』を出した岩波から出すつもり。日本の読者は本を出版社によって
判断する傾向がある。山崎は、岩波二世の古い友人だ。
日本では学生たちの学習教材として毎年たくさんのドイツ語読本が出る。短篇が喜ばれ
る。シュトルムの「インメン湖」などは7種類も出ている。エッセイは少なく、進歩的な
ものとなるとなおさらだ。私は30．40ページほどの「ルカーチ読本」シリーズを出したい。
さしあたり「ケーテとその時代』から序文と「ウェルテル」論を第一巻に、そして『若き
ヘーゲル」のいくつかの章をその次に考えている。詳しい註と導入を付ける。もし同意が
得られるなら、仲間に呼びかけて取りかかりたい。
＜註釈＞
＊ ｢トーマス・マン』の構成 序文、第一章「市民を求めて｣、および第二章「現代芸術
の悲劇」から成る。
＊岩波二世岩波雄二郎(1919.2007）岩波書店創業者岩波茂雄の二男｡1949年から社長。
Y・Iwanamiのクリスマス・正月のグリーテイング・カードが2通ルカーチのもとに残
っているが、封筒が欠けているため、何年のものかはっきりしない。
＊ルカーチ読本第一巻に当る『ゲーテとその時代』は新協社(岐阜)からすでに出ていた
のではないか。
[31］7月15日暉峻凌三(てるおか・りょうぞう)よりルカーチ宛(1枚、D)
＜要旨＞
私たち、哲学の民主主義的な読者・研究者は、とくにあなたの歴史的考察方法(私たちに
欠けている)に深い感銘を受け、『理性の破壊」の出版を待っている。これまでドイツの生の
哲学の影響が強い。日本語への翻訳許可をぜひお願いしたい。
私は1915年生まれ。東大でドイツの啓蒙主義哲学の研究をし、1946年以降高校の教授
だったが、病気になり、治りかけだ。
＜註釈＞
＊暉峻凌二(1915.92）旧制高校の哲学教授だったが、1950年から療養生活。この頃都立
大学講師。
*I理性の破壊」DieazgZrz"Zgfr･Jbrmm"Aufbau,Berlinl954.689S.
[32］8月1日ルカーチより暉峻凌三宛(1枚）
＜要旨＞
7月15日の手紙有難う。日本での反響に喜び、あなたの関心に感謝している。長年の
経験から、翻訳者に権利を与えたものの、出版社が見つからないという危険をできれば避
けたい。


トイとドストエフスキー、リアリズム論、「アウフバウ」と「ジン・ウント・フォルム」か
らの諸論文の訳を受け取っていない。どれが訳されたのか知りたい。
『トーマス・マン』に関しては、5月21日の手紙で名古屋大学教授杉浦孝明に権利を与
えた。あなたが真剣なら、彼と相談せよ。この問題で軋礫が生まれるのはごめんだ。
「ドイツ・リアリスト』については大城功に権利を与えた。あなたは彼の承諾なしに何
もできない。
ハンガリーの文学論争は今日アクチュアリティを失った。とくに同志イムレ・ナジが書
いた大きな論文のあとでは。今日起こっている転換は、まず経済的領域だが、最近党でも
決定がなされ、文化の領域でも転換がなされることを示している。というわけでこの論争
に戻ることには意味がない。
非党的出版社から私の本が多く出ることについては、私は歓迎する。ご存知のように私
は国際的な平和運動に積極的に関与している。文学的な著述も間接的にせよそれに貢献す
ると確信している。ここではまだ確信していない人たちを確信させるという重要な問題が
ある。
＜註釈＞
＊『実存主義かマルクス主義か』もすでに訳本がルカーチのもとに届いていることが分
かる。
＊「芸術論(文学史家としてのマルクス＝エンゲルス)』第二版は出なかった。
＊序論「マルクス=エンゲルス美学論集序論」
＊ ｢アウフバウ」と「ジン・ウント・フォルム」の諸論文 針生一郎訳編『リアリズム
芸術の基礎』に「アウフバウ」誌から「上部構造としての文学」と「マルクス=エンゲル
スのドラマトウルギー」が収録されている。「ジン・ウント・フォルム」誌からの論文は
「序論」がそれである。
＊ナジの論文ハンガリーでは1953年、小スターリンと言われたラーコシの強権体制の
一角が崩れ、ナジが首相に推された。7月にナジは改革の政府綱領を説明する演説を行
ない、支える勢力は不安定ながらに「新時代」が始まった。
＊平和運動1948年8月ポーランドのヴロツワフで開かれた「平和擁護のための国際知
識人会議」に参加して以降､ルカーチは国際的平和運動の熱心な推進者のひとりで、1950
年に常設機関として作られた世界平和評議会の評議員でもあった。
[38］12月3日相原文夫よりルカーチ宛(3枚）
＜要旨＞
11月2日の手紙有難う。『トーマス・マン』は杉浦氏と協議している。「ドイツ・リアリ
ストたち』は少し翻訳しただけなので、あきらめる。ヘーゲル書は訳しながら、出版社探
しもしている。あなたが日本のどの本も受け取っていないのには、まったく驚いた。
イムレ・ナジの大論文がどういうものか知りたい。




＊和田洋二(1903.93）同志社大学教授､ゲルマニスト｡早くからルカーチに関心を持ち、
すでに1936年京都の「世界文化」誌にルカーチの「トーマス・マンと文学的遺産」を水
野のペンネームで出している。
[49］[1]月27日［月暖昧］ルカーチより相原文夫宛
＜要旨＞
『トーマス・マン』の書が進んでいるのを喜んでいる。いまどんな段階か。というのも、
私はマンについての第三の論文を書き上げたところだ。あるいはこれを中に取り入れられ
るか。それなら、アウフバウから原稿を送らせる。本はまだ受け取っていないが、送って
もらったのを感謝する。『19世紀のドイツ・リアリストたち』については、話がついたわけ
だね。ヘーゲル書の出版社が見つかり喜んでいる。出版社に私宛に手紙を書かせよ。どん
な義務を引き受けるか、いつ出版するかを知りたい。
『理性の破壊』は河出書房に渡した。『美学史への寄与』はヘーゲル書のときの提案のよ
うにしよう。
＜註釈＞
＊日付の記載がはっきりしない｡それ以上に投函日が不確か｡12月27日の手紙への返事。
＊ヱンについての第三の論丈「演技的なものとその背景一『詐欺師フェリックス・
クルルの告白』第一部への断片的覚書」のこと。ドイツ語でアウフバウ誌1955年6月号
に発表。ルカーチは相原が杉浦と協力していると思い込んでいる。
＊『理性の破壊」は河出書房に1月22日に相原に「理性の破壊』の出版社を見つける
ように書いたすぐ後なので、ルカーチとしても気にしたようだ。新しいマン論を肝腎の
杉浦でなく、相原に送ったのは代償心理が働いたのではなかろうか。
＊全一ゲル書のときの提案［41]参照。先に出版社を確保せよということ。
[50］2月12日杉浦孝明よりルカーチ宛(1枚、D)
く要旨＞
もっと早く詳しく報告すべきだったのだが、今日初めてフルヤ氏との共同の仕事の悲し
むべき経緯について書く。自分たちの間で解決できなかったことを深く恥じている。11月
22日にフルヤ氏から手紙で翻訳権を譲るよう言ってきた。とっくに翻訳は出来上がってい
て印刷にまわすところで、別の人間がすでに翻訳権を持っているとは思ってもみなかった
と。もし私が同意するなら、「ハイネ」と「クライスト」の翻訳権を譲るから、病気で遅れ
たが、どうしても12月には出したいという。病気と職がないことは気の毒だけれどもあま
りの一方的な要求には応じられなかった。私は友人のM・吉田が一年前に翻訳を済ませて
いたのにすでに断っていた。フルヤ氏は次の手紙であなたの意志だと言ってきた。（この時
私はじかにあなたに問い合わせるべきだった。）私はすでに読みやすい日本語に訳し、詳し
い註をつけているのに。しかし彼と共同で仕事すると返事せざるをえなかった。あなたの
名誉と彼の現状への同情のために。ただし私が原稿を校閲し訂正できるよう印刷をストッ
プすることを条件にした。しかし返事がなく、二度速達を出し、電報も打った。
ようやく12月16日になって出版社長の永塚氏が見本刷りを持って訪ねてきて、一週間
以内に検討せよと言う。ざっと見ると、驚いたことに、「ドイツ・リアリズム第一部一ト
ーマス・マン」という思ってもみなかった表題で、『19世紀ドイツ・リアリストたち」の一
部をも含んでいた。あなたはこんなプランに同意したのか。しかもどのページにも大きな
間違いが4つあるというひどさだった。これでは直しようもなく、あなたの作品の誤った
評価をもたらすだろう。彼には、これから訂正するから、2，3ケ月出版を延ばすように
書き、もし私の訂正が正しくなければ、翻訳権を放棄すると伝えた。12月は大学が忙しか
ったので、1月10日にやっと出版社に送った｡しかし翌日相原の出版社からの速達が届き、
待っても無駄だったので、見切り発車する、というので本当に驚いた。私は弁護士のとこ
ろへ行き、出版差止めのあらゆる措置を取ると通告した。慌てて社長がやってきて、許し
を乞い、フルヤ氏はたった11日間で翻訳し、私を権利を高く売りつける一種の仲買人だと
見なしているのだと白状した。
昨日彼から手紙が来て、ルカーチが彼との共同を望んでおり、トーマス・マンの内容に
ついて重要な示唆を与えてもらっている、だから自分には関与権がある、それを認めない
なら、ルカーチにどちらが本当に権利を持っているか決めてもらおうという。こういう次
第で、いずれ彼がじっくり考えて納得するのが最善だと私は思う。その間本をもう一度読
み返し、註や解説を立派なものにすることに時間を使おうと思う。「欺かれた女」について
あなたに質問したいことがある。
＜註釈＞
＊この手紙へのルカーチの返事を読みたいが、欠けている。ルカーチにはフルヤを相原
と結びつけて考えることができなかった可能性がある。
＊翻訳権を譲るように『トーマス・マン」の翻訳について相原は杉浦と協議し、協力
して進めているように書き、ルカーチもそう信じていたが、自分の訳稿を何とかしよう
とかなり強引に出ている。
*M・吉田[36]参照。
＊永塚＝永塚利一。出版社和光社の社長。1953-55年活発な出版活動を行なっていた。
－
＊「欺かれた女」トーマス・マンの1954年の短篇。
[51］2月16日相原文夫よりルカーチ宛(3枚、D)
＜要旨＞
1月22日のお手紙の中身確証する。すでに未来社と合意に達し、『理性の破壊』が出版さ
れることになった。もっとも進歩的でまじめな出版社の一つである。権利を与えてほしい。
1月27日の手紙に書いたように、ヘーゲル書も未来社から出版されるだろう。『理性の破
壊』のほうを先に出すのがよいと出版社は言っている。







ところだった。
*知的自伝「マルクスへの私の道」（『国際文学』1933年第2号)のこと。70歳記念論
集へは再録である。
*ZQ歳記念論集GeorgLzIAacszumsiebzgst巴刀GeburtsjagAufbau,Berlinl955.
[76］5月23日吉野源三郎よりルカーチ宛(1枚、E)
く要旨＞
5月12日付のお手紙を思いがけなく受け取り、またあなたが元気でブダペストにいるこ
とを知り、喜びに耐えない。昨年10月のお願いの手紙に親切な返事をいただき、喜んでい
る。
現代思想講座(symposium)の出版は昨11月に始まり、うまく進んで、最初の6巻はすで
に刊行され、読書界に迎えられている。最後の第7巻は、世界の思想家の論集になるが、
今年の10月が刊行予定。いま集まりつつある論集にあなたの原稿をいただけるなら、どん
なに嬉しいか。あなたは「マルクスへの私の道」（『ルカーチ70歳生誕記念論集』）を使っ
てよいという。講座にまったく適切だ。ただこの本は読者の一部にはかなり読まれており、
私たちの雑誌『思想』も、刊行されたとき、批評を載せた。1933年から今日にいたるあな
たの知的自伝の最後の部分を付け加えてもらえないか。長いものでなくて構わない。手を
加えた稿を8月10日までにいただけるなら、ありがたい。
100ドルまたは相当のスターリング・ポンドをネットで原稿料としてお払いする。税法に
よって20％さしひかれるが。これがとても小額であることを知っているが、事情をご了解
願いたい。
く註釈＞
＊_『思想」掲載の批証男沢淳「最近のルカー チのこと｣、『思想』1956年第1号。
[77］6月14日ルカーチより吉野源三郎宛
く要旨＞
5月23日の手紙受取り。私はあなたの言う1933年の自伝の継続を書くことに決めた。
原稿はまもなく出来上がるだろう。受け取ったことの確認を願う。それから、これは以前
の自伝の継続だから、かならず前のといっしょに載せてほしい。
原稿を送るときに使うので、Coupon･ResponseInternationalを送れ。
原稿料のことは了解｡20％がそこから引かれるのか、出版社がそれを補填してくれるという
のか、はよく分からない。いずれにしてもこの額の分の本を送ってほしい。本のタイトル
をいつ伝えればよいか、連絡頼む。
＜註釈＞
＊ Coupon･Responselnternational 国際返信切手券


竹内良知・阿閉吉男・藤野渉訳で出たが。「いくつかの章」の訳でなく、全訳である。た
だ下巻出版直後､1957年3月に河出書房は倒産した｡のちに河出書房新社として再出発。
[81］7月11日ルカーチより吉野源三郎宛
＜要旨＞
6月25日、7月2日の手紙受取り。原稿が到着し、公刊されるのを喜んでいる。私の文
が載る論集の正確なタイトルとその翻訳をラテン文字で書いてほしい。また刊行時期が分
かり次第、知らせてほしい。つまりこの文をヨーロッパの言語でも発表するかもしれない。
ただ私はあなたのところでまず出てから、それをきちんと記して次の発表をしたい。
さて本の注文。航空便でお願いするほど急いでいない。
(1)JosephNeedham:，先ie"cea"d""ZiSa"DninC通"a,CambridgeUniversityPressl.
II.III.(2)LudwigWittgenstein:乃acjat"sLqgTbof通わsqphjbzJaLondon,Routledgeand
KeganPaul.(3)G.Thomson:Sr"diesin｣4nce"Gzでek"cie"London,1949.(4)
G・Thomson:ZZe逓密ｵf猫imsqphezs,Londonl955(もしトムソンの本をアメリカ版で手に
入れるほうが容易なら、それでも構わない。)(5)EdgardeBruyne:"zzftsdzむめe"zIe
me(feva"Bruges,Edition<0DeTbmpel"1946DreiBande
＜註釈＞
＊_日本初出の明示ヨーロッパでの初出であるイタリア語訳には日本語版が初出である
ことが明示されている。Lamiaviaamarxismo.NuoviArgomenti.No.33(1958.7/8)
＊本の購入トムソンの2冊をルカーチはすでに河出書房に指示しているので、二重に
なっている。［69]参照。
[82］7月26日ルカーチより吉野源三郎宛
＜要旨＞
この間、私は自伝スケッチを読み直し、不愉快な誤植を見つけた。Ablaufnの代わりに
Ablaufになっています。翻訳者にこの訂正をお伝え願う。
[83］8月12日吉野源三郎よりルカーチ宛(1枚、E)
＜要旨＞
7月11日の手紙、および訂正指示も受取り。リストアップされた本のうち、東京で手に
入った本をすぐに送る。ニーダムの二冊(三巻は未公刊)とトムソンの二冊。
他の本は出版社から直接送られるよう手配した。具合悪ければ、連絡をほしい。
玉稿の載る論集SymposiumonContemporalyThoughtsの最後の巻､第8巻の日本語タイ
トルは「岩波講座現代思想」です。世界の著名な思想家が原稿を寄せ、10月あるいは11
月の初めには出るだろう。私たちの巻が出てから、あなたがオリジナル・テクストを公刊
されるのを私たちは喜んでいる。
［84］9月2日ルカーチより吉野源三郎宛
＜要旨＞
ロンドンとBrugesの本は直接こちらへ送らせよ。ニーダムの第三巻の注文もお願いする。
ヨーロッパの雑誌に私の文を載せることを許してくださり有難う。ただ公刊されたら、す
ぐ知らせてほしい。
く註釈＞
＊ ロンドンはヴイトゲンシュタイン、Bruges(ベルギー の都市）
はBruyneの中世美学研究の本。
[85］10月21日三島すみ江よりルカーチ宛(1枚、E)
く要旨＞
9月2日の手紙受取り。WittgensteinとBruyneの本は手に入らなかった。直接送って
もらう。ユネスコのクーポンが私たちの国で使えなくなった。講座の最後の巻は11月か
12月になるだろう。
＜註釈＞
＊ユネスコのクーポン不詳
[86］10月25日ルカーチより大学書林宛
く要旨＞
「ドストエフスキー』とチェックを受け取った。先にまたあれば、著作権料で本をお願
いしたい。
く註釈＞
＊ 『ドストエフスキー』
1957年7月。対訳形式で、
「ドストエフスキー論』、重原淳郎訳註、大学書林語学文庫、
ページ下にドイツ語学習のための註が付されている。
[87］11月7日ルカーチより佐藤義人宛(1枚）
＜要旨＞
『ドストエフスキー」と著作権料を受け取った。これからは金でなく、本を注文できる
よう、著作権料がどれくらいあるかの連絡を願う。他の2巻はいつ出るか。
く註釈＞
＊佐藤義人(1902.87）1928年早稲田大学独文科を卒業とともに､語学書出版の大学書林
を創業。亡くなるまで社長だった。
＊他の2巻『トルストイとリアリズムの問題』『トルストイと西洋文学』
[88］11月7日ルカーチより三島すみ江宛(1枚）























